
　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
晴
れ
や
か
な
、
希

望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

当
会
も
設
立
以
来
、
二
十
年
間
住
み

慣
れ
た
横
浜
駅
西
口
下
車
、
神
奈
川
県

社
会
福
祉
会
館
（
福
祉
会
館
）
の
近
辺

を
離
れ
て
、
平
成
二
十
五
年
十
月
二
十

九
日
に
横
浜
市
中
区
海
岸
通
の
現
在
地

へ
事
務
所
を
移
転
、
平
成
二
十
六
年
は

新
し
い
場
所
で
、
新
年
を
迎
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
平
成
五
年
十
月

二
十
六
日
に
福
祉
会
館
一
階
の
神
奈
川

県
老
人
ホ
ー
ム
協
会
（
現
神
奈
川
県
高

齢
者
福
祉
施
設
協
議
会
）
の
中
に
産
声

を
上
げ
た
本
会
は
、
平
成
二
十
年
十
二

月
一
日
（
新
公
益
法
人
法
施
行
日
）
、

福
祉
会
館
三
階
の
社
会
福
祉
士
会
と
の

共
同
事
務
所
で
、
一
般
社
団
法
人
格
を

取
得
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日

に
横
浜
市
西
区
楠
町
T
A
K
ビ
ル
三
階

で
公
益
社
団
法
人
に
移
行
、
同
年
十
月

二
十
六
日
に
設
立
二
十
周
年
・
公
益
社

団
法
人
移
行
記
念
祝
賀
会
を
開
催
、
黒

岩
県
知
事
を
は
じ
め
多
数
の
関
係
者
の

皆
様
に
祝
福
さ
れ
て
、
二
十
歳
の
新
出

発
を
し
ま
し
た
。

　

ご
案
内
の
よ
う
に
新
事
務
所
の
あ
る

マ
リ
ン
ビ
ル
三
階
に
は
五
十
名
程
度
の

研
修
が
出
来
る
独
立
し
た
研
修
セ
ン
タ

ー
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
目
標

で
あ
っ
た
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
の

活
動
の
基
盤
が
整
い
ま
し
た
。
心
機
一

転
、
本
年
は
こ
こ
を
活
動
拠
点
と
し
て

昨
年
ま
で
の
継
続
事
業
を
一
層
活
発
に

展
開
し
、
さ
ら
に
積
極
的
に
新
事
業
に

挑
戦
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

明
平
成
二
十
七
年
は
介
護
福
祉
士
に

と
っ
て
大
き
な
変
化
の
年
に
な
り
ま

す
。
平
成
十
九
年
改
正
の
社
会
福
祉
士

及
び
介
護
福
祉
士
法
で
定
め
ら
れ
、
そ

の
後
三
年
間
の
延
期
に
よ
り
未
実
施
と

な
っ
て
い
た
「
資
格
取
得
方
法
の
一
元

化
」
が
平
成
二
十
七
年
度
に
実
現
し
ま

す
。
国
家
試
験
受
験
資
格
と
し
て
実
務

経
験
三
年
に
加
え
て
四
百
五
十
時
間
の

実
務
者
研
修
修
了
が
必
須
と
な
り
、
本

年
は
施
行
に
向
け
て
準
備
を
す
る
年
最

終
年
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
介
護
福
祉
士
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

と
し
て
の
「
認
定
介
護
福
祉
士
（
仮

称
）
」
研
修
も
二
年
間
の
モ
デ
ル
研
修

を
終
え
て
、
本
年
度
か
ら
全
国
数
か
所

で
研
修
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

加
え
て
本
年
は
介
護
保
険
法
改
正
の

年
に
あ
た
り
、
改
正
案
に
つ
い
て
は
本

年
の
通
常
国
会
提
出
、
平
成
二
十
七
度

施
行
を
目
指
し
て
、
社
会
保
障
審
議
会

介
護
保
険
部
会
の
意
見
が
ま
と
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
今
回
の
制
度
の
見
直
し

の
基
本
的
な
考
え
方
は
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
と
介
護
保
険
制

度
の
持
続
可
能
性
の
確
保
に
あ
り
ま

す
。
介
護
福
祉
士
の
働
き
方
が
ま
す
ま

す
多
様
化
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

慢
性
的
な
介
護
職
員
不
足
、
介
護
現

場
に
お
け
る
中
堅
職
員
・
リ
ー
ダ
ー
の

不
在
等
々
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す

が
、
本
年
は
会
員
一
人
ひ
と
り
が
介
護

の
魅
力
に
つ
い
て
語
り
合
い
な
が
ら
仲

良
く
、
楽
し
く
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
大

き
く
飛
躍
を
す
る
一
年
に
致
し
ま
し
ょ

う
。

　

本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。
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鈴木勝一様　92歳　趣味は謡曲（師範）、今は脳トレーニングの問題作りに励んでいます。ともにほほえむ

公
益
社
団
法
人
神
奈
川
県
介
護
福
祉
士
会
会
長
　
野
上 

薫
子

平
成
二
十
六
年
は
大
い
な
る
飛
躍
の
年
!!
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平
成
二
十
五
年
十
月
十
九

日
（
土
）
十
五
時
か
ら
ウ
イ

リ
ン
グ
横
浜
に
お
い
て
「
事

務
所
移
転
に
つ
い
て
」
の
臨

時
総
会
を
開
催
し
た
。

　

総
会
の
議
案
審
議
は
横
浜

市
西
区
の
事
務
所
を
横
浜
市

中
区
海
岸
通
に
移
転
す
る
こ

と
に
つ
い
て
の
審
議
で
あ

り
、
代
議
員
の
中
か
ら
「
横

浜
駅
で
乗
り
換
え
、
交
通
の

便
が
悪
く
な
る
」
「
経
費
の

問
題
は
ど
う
か
」
な
ど
の
質

問
が
あ
っ
た
。

　

今
ま
で
の
事
務
所
・
研
修

室
は
ワ
ン
ル
ー
ム
で
、
仕
切

り
が
パ
ー
テ
ン
シ
ョ
ン
で

あ
っ
た
た
め
、
平
日
は
研
修

室
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に

果
た
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
。
幸
い
同
程
度
の
料
金
で

事
務
所
と
研
修
室
を
そ
れ
ぞ

れ
独
立
し
て
ワ
ン
フ
ロ
ア
ー

で
使
用
で
き
る
物
件
で
あ
る

こ
と
。
交
通
の
問
題
で
は
、

横
浜
駅
で
の
乗
り
換
え
は
あ

る
が
、
交
通
の
便
は
良
い
こ

と
。
独
立
し
た
研
修
室
は
、

五
十
名
程
度
の
研
修
が
出
来

る
広
さ
で
、
介
護
技
術
の
研

鑽
に
も
使
え
る
よ
う
ベ
ッ
ド

や
車
椅
子
も
設
置
で
き
る
こ

と
。
そ
の
た
め
研
修
計
画
も

立
て
や
す
く
、
活
動
の
拠
点

と
し
て
も
便
利
で
あ
り
、
今

後
ほ
と
ん
ど
の
研
修
は
研
修

セ
ン
タ
ー
で
実
施
出
来
る
こ

と
等
の
説
明
に
よ
っ
て
賛
成

多
数
で
、
議
案
通
り
事
務
所

移
転
は
決
定
し
た
。

　

研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
も
う

す
で
に
研
修
が
開
始
さ
れ
て

い
る
が
、
受
講
生
に
は
「
以

前
よ
り
広
く
な
っ
た
」
「
明

る
い
」
「
昼
休
み
な
ど
に
赤

レ
ン
ガ
倉
庫
、
大
桟
橋
に
も

行
け
る
」
な
ど
好
評
で
あ

る
。

　

是
非
、
研
修
セ
ン
タ
ー
を

拠
点
と
し
た
当
会
の
活
動
に

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し

た
い
。

臨
時
総
会
を
開
催

副
会
長
　
平
野
浩
子

　
新
事
務
所
は
、神
奈
川
県
庁
や
み
な

と
み
ら
い
地
区
に
程
近
い「
海
岸
通
」

に
あ
り
ま
す
。海
に
向
か
っ
て
右
手
に

は
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
、左
手
に
は
み
な
と
み

ら
い
地
区
が
あ
り
ま
す
。す
ぐ
お
隣

は
、ギ
リ
シ
ャ・コ
リ
ン
ト
式
の
美
し
い

日
本
郵
船
歴
史
博
物
館
。昼
間
は
い

ち
ょ
う
並
木
の
オ
フ
ィ
ス
街
で
す
が
、夜

に
な
る
と
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
や
み
な
と
み

ら
い
地
区
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
夜
景
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。周
辺
を
少
し

歩
い
て
み
れ
ば
、お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
か

ら
、中
華
、イ
タ
リ
ア
ン
、フ
レ
ン
チ
レ

ス
ト
ラ
ン
ま
で
楽
し
み
も
色
々
で
す
。

　
み
な
さ
ん
も
、お
近
く
に
い
ら
し
た

際
に
は
、ぜ
ひ
、海
岸
通
の
新
事
務
所

及
び
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
！！

海 岸 通 へ  い ら っ し ゃ い ！海 岸 通 へ  い ら っ し ゃ い ！

GoGo DeNA!

MM21 赤レンガ倉庫 ベイブリッジ

横浜スタジアム

ランドマークタワー 郵船博物館

山下公園マリンビル
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第
二
十
回　

関
東・甲
信
越
ブ
ロッ
ク
研
修
会

　
　

野
村
之
美
氏
、安
森
敏
子
氏
が
第
三
分
科
会
で
発
表

　

平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
日
、
群
馬
医

療
大
学
に
お
い
て
、
関
東
・
甲
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
研
修
会
「
職
業 

介
護
福
祉
士
」

〜
介
護
福
祉
士
と
し
て
働
く
〜
が
開
催
さ

れ
た
。
開
会
式
の
後
、
三
分
科
会
（
第
一

分
科
会
：
人
材
育
成
、
第
二
分
科
会
：
認

知
症
ケ
ア
、
第
三
分
科
会
：
タ
ー
ミ
ナ
ル

ケ
ア
）
に
わ
か
れ
て
の
研
修
、
午
後
は
上

田
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
副
校
長
、
比
田
井

和
孝
氏
の
特
別
講
演
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
と
し
て
働
く
こ
と
」
と
特
別
ゲ
ス
ト

「
我
武
者
羅
應
援
団
」
か
ら
の
熱
い
エ
ー

ル
で
締
め
く
く
ら
れ
る
と
い
う
内
容
の
濃

い
研
修
会
と
な
っ
た
。
神
奈
川
県
か
ら

は
、
会
員
十
四
人
が
参
加
し
た
。

　

第
三
分
科
会
に
お
い
て
、
湘
南
東
支
部

の
野
村
之
美
・
安
森
敏
子
両
氏
が
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
で
の
日
頃
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
発
表
し
た
。

　
生
活
場
面
で
の
介
護
職
に
で
き
る

　
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
　　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

野
村
之
美
・
安
森
敏
子

　

偕
老
ホ
ー
ム
で
は
、
ホ
ー
ム
の
理
念
の

も
と
、
入
居
者
と
日
々
暮
ら
し
て
い
る
。

ホ
ー
ム
開
設
当
初
か
ら
の
入
居
者
四
名
、

六
〜
八
年
四
名
で
、
要
介
護
度
四
･
五
の

人
が
十
一
名
と
重
度
化
し
て
い
る
。

　

ホ
ー
ム
の
モ
ッ
ト
ー
は
外
出
で
あ
る
。

毎
日
買
い
物
に
出
か
け
る
。
十
八
人
中
十

三
人
が
外
出
時
車
椅
子
対
応
に
な
っ
て
い

る
が
、
毎
年
行
う
バ
ス
旅
行
に
今
年
は
全

員
が
参
加
、
鎌
倉
へ
行
き
鎌
倉
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
で
食
事
を
し
た
。

　

食
事
に
つ
い
て
は
嚥
下
困
難
者
が
ふ
え

て
き
た
が
、
常
食
と
同
じ
よ
う
に
食
べ
て

欲
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
苦
肉
の
策
と
し

て「
す
り
鉢
で
た
た
く
」「
擂
る（
す
る
）」

「
滑
ら
か
に
な
る
ま
で
擂
る
」
と
五
段
階

に
分
け
て
作
っ
て
い
る
。
す
り
鉢
で
擂
る

の
は
入
居
者
の
仕
事
に
な
っ
て
い
る
。

　

入
浴
に
つ
い
て
は
身
体
機
能
低
下
に
よ

り
、
浴
槽
を
ま
た
ぐ
こ
と
の
で
き
な
く

な
っ
た
入
居
者
の
変
化
に
合
わ
せ
、
浴
槽

内
に
底
上
げ
ス
ノ
コ
と
ビ
ー
チ
マ
ッ
ト
を

敷
く
こ
と
で
浮
力
に
よ
る
入
居
者
の
恐
怖

を
軽
減
し
た
。
最
近
は
重
介
護
者
増
え
、

職
員
負
担
と
時
間
短
縮
の
た
め
に
入
浴
リ

フ
ト
を
導
入
し
た
。

　

排
泄
に
つ
い
て
は
、
尊
厳
を
重
視
し
て

で
き
る
だ
け
お
む
つ
を
使
わ
ず
ト
イ
レ
誘

導
を
中
心
に
行
な
っ
て
い
る
。
日
中
は
皮

膚
ト
ラ
ブ
ル
解
消
の
た
め
布
パ
ン
ツ
を
使

用
、
ボ
ク
サ
ー
パ
ン
ツ
に
パ
ッ
ト
を
追
加

す
る
な
ど
工
夫
し
て
い
る
。

　

現
在
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
期
の
対
象
者
は
す

べ
て
の
入
居
者
で
あ
る
。
な
か
に
は
い
つ

急
変
し
て
も
お
か
し
く
な
い
方
が
数
名
い

る
。
病
院
へ
行
く
よ
り
も
、
本
人
が
安
心

す
る
住
み
慣
れ
た
ホ
ー
ム
で
の
生
活
を
家

族
も
希
望
さ
れ
、
職
員
も
元
気
な
こ
ろ
か

ら
擬
似
家
族
の
よ
う
に
接
し
て
き
た
こ
と

で
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
期
を
特
別
な
こ
と
と
捉

え
ず
自
然
に
受
け
入
れ
て
る
。
医
師
か
ら

「
も
う
長
く
な
い
の
で
は
」
と
言
わ
れ
た

入
居
者
が
回
復
し
て
い
く
様
子
に
家
族
と

と
も
に
喜
び
を
感
じ
、
重
介
護
者
の
ケ
ア

の
あ
り
方
を
入
居
者
か
ら
学
ん
で
い
る
。

　

昨
年
の
暮
れ
に
医
師
か
ら
「
あ
と
数

日
」
と
言
わ
れ
た
Ａ
さ
ん
を
今
年
初
詣
に

連
れ
て
行
っ
た
。
そ
の
と
き
、
ご
家
族
が

深
く
頭
を
下
げ
、
感
謝
の
意
を
表
し
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
は
印
象
に
深
い
。
現
在
は

職
員
の
声
掛
け
に
目
を
開
き
返
答
さ
れ
る

ま
で
に
回
復
し
、
擂
り
つ
ぶ
し
た
物
を
少

し
づ
つ
飲
み
込
ん
で
い
る
。
Ｔ
さ
ん
は
大

腿
部
頸
部
骨
折
や
脱
水
で
入
退
院
を
繰
り

返
し
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
訪
問
医
に
宣
言
さ

れ
て
二
年
半
、
今
で
は
言
葉
を
発
す
る
こ

と
は
な
い
が
、
目
の
表
情
や
体
の
動
か
し

方
な
ど
で
Ｔ
さ
ん
の
思
い
を
察
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
い
う
医
療
の
な
い

生
活
の
場
で
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
期
の
方
の
体

調
管
理
は
現
在
の
訪
問
医
の
存
在
が
大
き

い
。
入
居
者
に
対
し
て
「
皆
さ
ん
が
低
空

飛
行
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
は
、
職
員
の

皆
さ
ん
が
良
く
や
っ
て
い
る
か
ら
」
と
介

護
現
場
を
理
解
し
て
く
だ
さ
り
、
オ
ン

コ
ー
ル
で
い
つ
も
相
談
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
生
活
の
場
で
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
は
自
然
体
で
は
あ
る

が
、
体
調
の
変
化
に
早
く
気
づ
き
適
切
な

対
応
を
行
な
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ

し
て
入
居
者
が
「
安
心
し
今
を
生
き
る
」

ケ
ア
が
で
き
る
こ
と
は
、
家
族
の
理
解
と

協
力
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

　

タ
ー
ミ
ナ
ル
期
で
あ
っ
て
も
皆
の
い
る

フ
ロ
ア
ー
で
過
ご
す
こ
と
で
、
生
活
の
音

や
生
活
の
に
お
い
を
肌
で
感
じ
る
。
〝
最

期
ま
で
そ
の
人
ら
し
さ
、
そ
の
人
に
と
っ

て
尊
厳
あ
る
ケ
ア
〞
を
大
切
に
、
今
で
き

る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
偕
老
ホ
ー

ム
で
最
期
ま
で
過
ご
し
た
い
と
希
望
す
る

入
居
者
の
想
い
や
家
族
の
想
い
を
汲
み
取

り
な
が
ら
、
介
護
職
が
で
き
る
タ
ー
ミ
ナ

ル
ケ
ア
を
入
居
者
と
共
に
模
索
し
な
が

ら
、
今
後
も
挑
戦
し
続
け
て
い
き
た
い
。

偕老ホーム
　藤沢市の北の
はずれにある。平
成16年2月に開
設した定員18名
のグループホー
ム。「入居者してい
る方のあるがまま
を受け入れます」
をはじめとする５
つの理念を掲げて
いる。
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昨
年
度
は
デ
ン
マ
ー
ク
よ
り
講
師
を

お
招
き
し
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
介
護
福
祉

事
情
及
び
介
護
技
術
を
県
民
の
み
な
さ

ま
に
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

神
奈
川
県
介
護
福
祉
士
会
で
開
発
し
た

「
尊
厳
を
支
え
自
立
に
配
慮
し
た
介
護

技
術
」
を
県
民
の
み
な
さ
ま
に
知
っ
て

い
た
だ
こ
う
と
、
本
会
よ
り
正
式
に
認

定
を
受
け
た
「
認
定
指
導
者
」
七
名
が

横
須
賀
会
場
と
伊
勢
原
会
場
で
講
義
及

び
介
護
技
術
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

《
横
須
賀
会
場
》

　
平
成
二
十
五
年
九
月
二
十
一
日（
土
）

　
十
三
時
三
十
分
〜
十
六
時
三
十
分

　
於
　
ヴ
ェ
ル
グ
よ
こ
す
か

　
十
六
名
参
加

《
伊
勢
原
会
場
》

　
平
成
二
十
五
年
九
月
二
十
九
日（
日
）

　
十
三
時
〜
十
六
時

　
於
　
伊
勢
原
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

　
四
十
五
名
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎
年
１１
月
１１
日
の「
介
護
の
日
」に

は
、
各
支
部
よ
り
集
ま
っ
た
会
員
で

「
介
護
の
日
ひ
ろ
め
隊
」を
結
集
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、横
浜
駅
、小
田
原
駅
、

相
模
原
駅
で
、
県
民
の
み
な
さ
ま
へ
向

け
て
「
介
護
の
日
」
の
広
報
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
の
「
介
護
の

日
ひ
ろ
め
隊
」
は
横
浜
駅
西
口
高
島
屋

前
。
の
ぼ
り
旗
を
「
公
益
社
団
法
人
神

奈
川
県
介
護
福
祉
士
会
」
に
一
新
し
、

十
二
名
の
隊
員
は
神
奈
川
県
介
護
福
祉

士
会
名
入
り
ピ
ン
ク
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
姿

で
、
約
千
人
の
み
な
さ
ま
に
ク
リ
ア
ー

フ
ァ
イ
ル
を
手
渡
し
な
が
ら
、
二
時
間

に
わ
た
り
熱
く
活
動
し
ま
し
た
。

１１
月
１１
日
は
『
介
護
の
日
』

　
　
　
　
〜
い
い
日
、い
い
日
、毎
日
、あ
っ
た
か
介
護
あ
り
が
と
う
〜

田口久美子先生の講義
「尊厳を支え自立支援に配慮した介護とは」

神奈川県介護福祉士会独自の
「人間の自然の動き」を指導

介
護
セ
ミ
ナ
ー
　

「
介
護
の
日
ひ
ろ
め
隊
」出
動
！「ご存知ですか？ １１月１１日は『介護の日』です」

「あら、そうなんですか？  私、家では１００歳のおばあさんを介護してるのよ」

ひろめ隊のみなさま、お疲れ様でした！
会員のみなさま、来年はぜひひろめ隊に参加してくださいね！

「今日は『介護の日』？ 知ってるよ。昨日テレビのニュースで
言ってたからね」と通りかかった人も応援

神
奈
川
県
介
護
福
祉
士
会
会
員
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
得
て
、今
年
も『
介
護
の
日
』に
関
連
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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県
央
支
部

平成２５年８月２４日（土） １１：００～１６：００

綾瀬いきいき祭りにて
相談員　９名
相談件数　１５件

平成２５年１１月4日（月）  9：00～15：00

座間市民ふるさとまつりにて
相談員　6名　　　
相談件数　3件

湘
南
東
支
部

平成２５年９月２９日（日） １０：００～１６：００

第４０回藤沢市民まつり協賛ブース
（ＪＲ藤沢駅コンコース）にて
相談員８名　　　
相談件数　31件

湘
南
西
支
部

平成２６年２月２日（日） １０：００～１４：００

秦野市保健福祉センターまつりにて
相談員　８名

県
西
支
部

平成２５年７月２０日（土） １３：００～１６：００

イトーヨーカ堂小田原鴨宮店
（福祉用具売り場）にて
相談員　３名　　　
相談件数５件　

平成２6年1月28日（火） １3：００～１６：００

イトーヨーカ堂小田原鴨宮店
（福祉用具売り場）にて
相談員　６名　　　

相
模
原
支
部

平成２５年９月１５日（日） ９：００～１６：００

イトーヨーカ堂古淵店にて
相談員　５名　　　
相談件数　７件

横
浜
北
支
部

平成２５年8月２5日（日）・２6日（月） １１：００～１７：００

イトーヨーカ堂綱島店にて
相談員　9名　　　
相談件数　31件

平成２５年11月3日（日） １0：００～１６：００

中山まつりにて
相談員　5名　　　
相談件数　16件

横
浜
南
支
部

平成２６年１月

イトーヨーカ堂上永谷店にて
相談員　５名

川
崎
支
部

平成２５年１１月１７日（日） １１：００～１５：３０

ブレーメン通り商店街
コミュニティーセンターにて
相談員　５名　　　
相談件数　12件

横
須
賀・三
浦
支
部

平成２６年２月１０日（日）・１１日（月）

4日横須賀市民活動センターにて
相談員　８名

介護相談

今年度も一年を通して、各支部で地域のみなさまに向けての介護相談を開催しています。
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横
須
賀
・
三
浦
支
部
は
、
横
須
賀

市
、
鎌
倉
市
、
逗
子
市
、
三
浦
市
、
葉

山
町
か
ら
な
り
、
神
奈
川
県
内
で
高
齢

化
率
（
二
十
八
％
）
の
最
も
高
い
地
域

で
す
。

　

三
浦
半
島
は
、
軍
港
横
須
賀
、
マ
グ

ロ
の
街
三
浦
、
別
荘
地
葉
山
な
ど
か

ら
、
海
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
実
は
、
平
地
が
非
常

に
少
な
く
、
坂
や
階
段
が
と
て
も
多
い

と
こ
ろ
で
す
。
家
の
前
ま
で
車
が
入
れ

ず
、
玄
関
が
百
数
十
段
の
階
段
の
先
な

ん
て
お
宅
も
あ
り
ま
す
。
三
方
を
海
に

囲
ま
れ
た
土
地
柄
か
ら
か
、
や
や
保
守

的
で
あ
り
ま
す
が
、
古
き
良
き
地
域
性

も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
介
護
相
談
と
レ
ビ
ー
小

体
認
知
症
で
有
名
な
小
阪
憲
治
先
生
を

お
招
き
し
、

講
演
会
を
開

催
し
ま
し

た
。今
年
度

は
、「
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
・

セ
ル
フ
ケ

ア
」
に
つ
い

て
の
研
修
と
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
地
域
の
皆
様
に
有
用
と
な
る
勉
強

会
や
情
報
発
信
を
し
、
交
流
の
場
を
設

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
横
須
賀
市

人
口
約
四
十
一
万
人
。
東
側
は
東
京

湾
、
西
側
は
相
模
湾
。
中
央
部
は
山
間

部
や
急
峻
な
丘
陵
部
が
中
心
で
平
地
が

少
な
い
た
め
、
現
在
の
中
心
市
街
地
は

大
部
分
が
埋
立
地
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
ト
ン
ネ
ル
が
多
い
の
も
特
徴
で
、

神
奈
川
県
に
あ
る
道
路
・
鉄
道
ト
ン
ネ

ル
の
お
よ
そ
半
数
が
横
須
賀
市
内
に
あ

り
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら
国
防
の
拠
点

と
さ
れ
、
軍
港
都
市
と
し
て
栄
え
ま
し

た
。
現
在
も
ア
メ
リ
カ
海
軍
第
七
艦
隊

や
海
上
自
衛
隊
の
基
地
が
置
か
れ
て
い

ま
す
。

◆
鎌
倉
市

人
口
約
十
七
万
人
。
一
一
九
二
年
に
鎌

倉
幕
府
が
開
か
れ
た
。
鶴
岡
八
幡
宮
、

高
徳
院
の
大
仏
、
あ
じ
さ
い
で
有
名
な

明
月
院
な
ど
、
神
社
仏
閣
の
多
い
ま
ち

で
す
。
大
仏

よ
り
高
い
建

物
は
建
て
ら

れ
な
い
規
制

も
あ
る
ん
で

す
。

◆
逗
子
市

　

人
口
約
五

万
八
千
人
。

三
浦
半
島
の

付
け
根
に
位

置
し
て
い
ま

す
。
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
施

設
や
海
水
浴

場
な
ど
が
多
く
あ
り
ま
す
。
鎌
倉
と
並

び
、
古
都
保
存
法
の
歴
史
的
風
土
保
存

区
域
の
指
定
都
市
で
も
あ
り
ま
す
。

◆
三
浦
市

人
口
は
約
四
万
六
千
人
。
県
内
で
は
二

番
目
に
人
口
が
少
な
い
市
（
一
番
人
口

が
少
な
い
の
は
南
足
柄
市
）
。
三
方
を

海
で
囲
ま
れ
た
三
浦
半
島
最
南
端
。
マ

グ
ロ
で
有
名
な

「
漁
業
の
ま

ち
」
で
あ
り
、

大
根
、
キ
ャ
ベ

ツ
、
ス
イ
カ
な

ど
「
農
業
の
ま

ち
」
で
も
あ
り

ま
す
。

◆
葉
山
町

　

人
口
は
、
約
三
万
二
千
人
。
別
荘
地

で
お
馴
染
み
。
逗
子
市
同
様
、
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
に
関
連
す
る
施
設
も
多
く
、

ヨ
ッ
ト
レ
ー

ス
発
祥
の
地

と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

御
用
邸
や
葉

山
牛
で
も
有

名
で
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

こ
ん
に
ち
は 

横
須
賀
・
三
浦
支
部
で
す
！

小阪先生の講演会

全国一斉介護相談

鎌倉大仏殿高徳院JR逗子駅

荒崎海岸

記念艦「三笠」

葉山マリーナ 三崎名物「マグロ」丼
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「
ア
ノ
ネ
」
　

　
相
田
み
つ
お
著
　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

卵
は
ど
れ
く
ら
い
も
つ
の
？

　

卵
は
生
鮮
食
品
の
中
で
も
日
持
ち
の

良
い
食
品
。
冷
蔵
庫
で
鮮
度
の
良
い
も

の
を
保
存
す
れ
ば
夏
季
で
も
十
日
ぐ
ら

い
は
問
題

な
し
。
冬

季
は
一
ヵ

月
は
大
丈

夫
。

　

た
だ
し

鮮
度
は
温

度
の
変
化

に
大
き
く
影
響
さ
れ
ま
す
。
特
に
夏
場

は
長
期
間
冷
蔵
庫
に
入
れ
な
い
で
お
く

と
卵
の
温
度
が
上
が
り
、
冷
蔵
庫
に
入

れ
た
と
た
ん
急
激
に
下
が
り
ま
す
。
温

度
差
が
激
し
い
ほ
ど
卵
は
傷
み
や
す
く

日
持
ち
も
悪
く
な
り
ま
す
。

牛
乳
の
表
示
色
々

●
低
温
殺
菌
牛
乳
…
…
６２
〜
６５
度
で
三

十
分
間
加
熱
。　

●
高
温
殺
菌
牛
乳
（
超
高
温
瞬
間
殺

菌
）
…
…
１
２
０
〜
１
５
０
度
で
一
〜

三
秒
間
加
熱
。
高
温
殺
菌
は
低
温
殺
菌

に
比
べ
、
一
万
倍
の
殺
菌
効
果
が
あ
る

た
め
日
持
ち
が
良
い
。

＊
低
温
殺
菌
と
高
温
殺
菌
で
は
栄
養
価

や
吸
収
の
違
い
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
（
低
温
殺
菌
の
方
が
風
味
は
残
っ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
）
。

●
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
牛
乳
…
…
１
３
０
〜

１
５
０
度
で
殺
菌
さ
れ
、
ア
ル
ミ
箔
を

は
っ
て
光
と
空
気
を
遮
断
滅
菌
し
た
容

器
に
無
菌
状
態
で
充
填
さ
れ
ま
す
。
保

存
料
は
使
用
し
て
お
ら
ず
、
栄
養
価
に

つ
い
て
は
普
通
の
牛
乳
と
変
わ
り
ま
せ

ん
。
品
質
保
持
期
限
は
開
封
前
で
六
十

日
で
す
が
、
開
封
し
た
ら
普
通
の
牛
乳

と
同
じ
く
１０
度
以
下
で
保
存
、
早
め
に

飲
み
ま
し
ょ
う
。

●
成
分
無
調
整
…
…
乳
脂
肪
分
の
調
整

を
行
っ
て
い
な
い
も
の
。
法
的
に
定
め

ら
れ
た
表
示
で
は
な
く
、
商
品
の
特
徴

を
説
明
し
た
も
の
で
す
。
消
費
者
の
自

然
志
向
の
高
ま
り
も
あ
り
ま
す
が
、
表

示
が
な
く
て
も
無
調
整
の
も
の
が
多
い

で
す
。　
　

　

　

相
田
み
つ
お
の
「
ア
ノ
ネ
」
が

好
き
で
あ
る
。

　

「
ア
ノ
ネ
、
頑
張
ら
な
く
て
も

い
い
か
ら
さ
、
具
体
的
に
動
く
こ

と
だ
ね
」

　

「
人
の
為
と
書
い
て
「
い
つ
わ

り
（
偽
り
）
」
と
読
む
ん
だ
ね
」

　

「
あ
の
ね
ぇ
、
死
ん
で
か
ら
分

か
っ
た
ん
じ
ゃ
遅
い
ん
だ
な
ぁ
」

な
ど
、
私
の
心
を
虜
に
し
て
し
ま

う
言
葉
が
た
く
さ
ん
載
っ
て
い

る
。
こ
の
本
を
読
ん
で
い
る
と
、

何
と
自
分
が
小
さ
い
の
だ
ろ
う
と

思
っ
て
し
ま
う
。

　

更
に
相
田
さ
ん
の
字
は
、
面
白

く
、
優
し
く
、
せ
つ
な
く
、
力
強

い
。
心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
字

で
あ
る
。
疲
れ
た
時
、
自
信
を
失

っ
た
時
な
ど
、
私
を
支
え
て
く
れ

る
。

　

こ
の
一
冊
の
本
。
私
の
大
切
な

友
達
で
あ
る
。

〝
知
り
た
い
こ
と
〞
〝
教
え
た
い
こ
と
〞
た
め
に
な
る
情
報

を
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ
か
き
っ
と
お
役
に
立

て
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
必
見
で
す
よ
。
ま
た
、
皆
様
方
の

投
稿
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ほほえみ塾
暮らしの
ヒント

　皆さんのお手元にはありますか？ 本
会の「介護技術マニュアル検討会」が、
「尊厳を支え自立支援に配慮した介護
技術マニュアル」として作成した冊子
です。結果として「持ち上げない介護」
になりました。平成２５年６月に、厚労省
が「職場における腰痛予防対策指針」
を１９年ぶりに改訂したことはご存知で
すか？ あらゆる産業界の仕事における

腰痛予防対策指針ですが、私たちの仕
事にも大きく影響する内容です。労働
者健康福祉機構が発行している『産業
保健21』という雑誌で、「人の自然な
動きに着目した技術を身に着け、抱き
上げない介護を実践」というテーマ
で、（福）中心会（海老名市）が取材を
受けました。その反響で、「マニュアル
が欲しいがどうしたらよいか？」と多く

の問い合わせが県外から多数入り事務
局は忙しくなりました。新潟、石川、兵
庫…等々。嬉しい悲鳴です。私達も、も
っともっと実践を積んで自分達の「力」
にしていきましょう。

『ANOTHER WORLD～楽しい介護の世界へ』

書籍紹介

「
主
婦
と
生
活
社
決
定
版
」
よ
り
抜
粋

　
　

（
理
事　

田
島
セ
イ
子
）

湘
南
西
支
部
　

　
　
吉
川
昌
美



　

設
立
二
十
周
年
を
迎
え
た
平
成
二
十
四

年
。
公
益
社
団
法
人
に
移
行
し
て
初
の
事

業
年
度
の
平
成
二
十
五
年
。
平
成
二
十
六

年
は
駿
馬
の
如
く
、
広
報
事
業
部
も
一
歩

の
幅
を
広
く
し
て
、
強
く
、
速
く
、
美
し

く
、
走
り
抜
け
た
い
も
の
で
す
。
本
年
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
広
報
事
業
部
一
同
）
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ほ
え
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四
十
三
号

　

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日

発
行　

公
益
社
団
法
人

　
　
　

神
奈
川
県
介
護
福
祉
士
会

　
　
　
　
　
　
会
長　

野
上　

薫
子

　
　
　

横
浜
市
中
区
海
岸
通
四
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
三
番
地

　
　
　
　
　
　
　

 

マ
リ
ン
ビ
ル
三
〇
五

　
　

電
話 

０
４
５（
３
１
９
）６
６
８
７

　
　
F
A
X 

０
４
５（
２
２
２
）６
６
７
６

E-m
ail:info@

kanagaw
a-accw

.org

　
　

印
刷 

吾
妻
印
刷
株
式
会
社

　
　

電
話 

０
４
５（
７
３
０
）５
１
６
１

　

介
護
福
祉
士

有
資
格
者
の
み
な
さ
ま
へ

□
本
会
は
…

　
　

専
門
職
業
人
と
し
て
の
社
会
的

地
位
及
び
資
質
の
向
上
と
、
県
民

の
介
護
福
祉
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

□
会
員
に
な
る
と
…

　

・
研
修
案
内
等
を
二
ヵ
月
に
一
度
、

お
手
元
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

・
会
員
価
格
で
研
修
会
を
受
講
で

き
ま
す
。

　

・
介
護
技
術
や
介
護
福
祉
の
最
新

情
報
を
提
供
し
ま
す
。

□
会
費
…

　
　

入
会
金　
　

二
、
〇
〇
〇
円　

　
　

年
会
費　
　

五
、
〇
〇
〇
円

　
　

賛
助
会
員
年
会
費　

　
　
　

個
人　
　

五
、
〇
〇
〇
円

　
　
　

団
体　

三
〇
、
〇
〇
〇
円

＊
同
時
に
日
本
介
護
福
祉
士
会
へ
ご

　

入
会
下
さ
い
。

　
　

入
会
金　
　

五
、
〇
〇
〇
円　

　
　

年
会
費　
　

三
、
〇
〇
〇
円

　

・
日
本
介
護
福
祉
士
会
生
涯
研
修

制
度
の
認
証
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

・
日
本
介
護
福
祉
士
会
の
福
利
厚

生
、
各
種
特
典
が
あ
り
ま
す
。

　
　 会

員
募
集
！

　色づき始めた木々に誘われながら群馬県へ。会場と
なった群馬医療福祉大学の学生さんやスタッフのみな
さんの温かいお出迎えは、朝からの雨を打ち消すよう
に、心を晴れやかにしてくれました。
　私が参加した分科会、「認知症ケア」では、「どんな
状態においても『役割』を持つことの大切さ」など、いず
れの発表も難しいケアの中で、丁寧に根気良く取り組ま
れている現場の様子を想像することが出来ました。　
　上田情報ビジネス専門学校副校長の比田井和孝先
生の特別講演は、具体例を入れながら「仕事をする上
で『どんな思いで』『何のために』するか、その心構えの
積み重ねで結果は大きく変わる」ということを示してくだ
さり、希望を与えてくれるものでした。
　締めくくりはテレビでおなじみの「我武者羅應援団」
から介護福祉士に向けて、心に響く労いの言葉、力強
い励ましの応援。会場には涙する参加者続出。感謝感
激の研修会でした。　　

　「施設入所者のケアプランとはどうあるべきか」というテー
マで、研究会が発足して早くも５年が経過しました。日本介
護福祉士会が構築した「生活支援のためのケアプランの
立て方在宅版」の様式をベースに「入所版」の検討・作成
するとの方針で施設入所者の「生活７領域４６項目」にそっ
て一つ一つ検討しました。アセスメントシートが使用可能にな
るまで一年半かかりました。その後、これを広める活動に“入
所施設部会”で勉強会を行ってきました。再確認できたの
は、ご利用者の生活歴とその方の生きてきた時代背景をい
かに把握しているかが問われるということです。前者はその
人の価値観・こだわりを確認する大切な要素です。ＩＣＦで言
う背景因子です。利用者があきらめていた生活をとり戻すた
めの課題が見えて来ました。アセスメントシートの有効性を実
感しました。今年、再度研究会メンバーが集まっているのは、
「施設版アセスメントシート」の有効性を広めるために、研究
会で冊子にまとめようという計画があるからです。少しずつ
前進しています。またこの紙面で報告いたします。

関東・甲信越ブロック研修会に参加して
　　　　　　　　　　　　　理事　島谷尚子

ケアマネジメント研究会 活動報告
　　　　　　　　　　　　担当理事　浦野直子


